
長さ２１ｍを超えるフルトレーラ連結車の緩和要件等

□ 【①車両の条件】
車両は、フルトレーラ連結車のバン型であるか

□ 【②通行経路の条件】
通行経路の設定で以下の条件を満たすことができるか

今回、トラクタ及びトレーラがバン型のフルトレーラ連結車が長さ
２５ｍまで規制緩和されました。
※バン型以外の車両構造の車両は、現行のままです。

(1)通行経路のうち、特定の区間（以下の表参照）を通行し、高規格幹
線道路等の自動車専用道路以外を通行する区間が必要最小限の区間
となるように設定してください。（申請の際に別途様式に特定の区
間の通行距離を記載して頂きます。）

(1)アンチロックブレーキシステム

(2)衝突被害軽減ブレーキ又は自動車間距離制御装置

(3)車両安定性制御システム
(4)車線逸脱警報装置
(5)後部視界を確保するための

被けん引車後端のカメラシステム及びモニター
※モニターについては、運転者の視界に入る場所に設置されたものに限る

(6)デジタルタコグラフ
(7)車載型自動軸重計測装置（OBW）又は

出発時に計測した当該車両の車軸ごとの軸重を記録した書類
(8)エアサスペンション
※電子制御ブレーキシステムを装備している車両にあってはけん引車の操舵軸以外の
全ての車軸に、それ以外の車両にあっては全ての車軸に装備されているものに限る

(9)ディスクブレーキまたはドラムブレーキ
(10)リターダ（補助ブレーキ）
(11)デフロックまたは

トラクションコントロールシステム（空転防止装置）
(12)間接視界を確保するための装置（バックミラー等）
(13)被けん引車のバックライト
(14)車体輪郭のマーキング
※反射材を用いたものに限る

(15)車両の長さ及び
「追突注意」の文言を表示するプレート

※後続車の運転者が容易に視認できる箇所に設置され、
かつ視認しやすい色彩の反射材を用いたものであって、
一文字の大きさが15cm×15cm以上のものに限る

(16)業務支援用ETC2.0車載器

・長さ２１ｍを超えるフルトレーラ連結車（以下、21m超車両）を走行
させる場合、以下の①～⑥の条件を全て満たす必要があります。
走行を考えている方は、条件を満たすか☑してみてください。

・①～⑥の条件を全て満たす場合は、「●申請の流れ」を参考に申請を
進めてください。

・わからないことや判断に迷う場合は、事前相談の連絡先（「●申請の
流れ」を参照）までお問い合わせください。

フルトレーラ連結車（バン型）25mまで

□ 【③車両装置の条件】
２１ｍ超車両に以下の１６項目の装置を装備できるか

道路名 自 至
東北自動車道 久喜白岡ジャンクション 北上江釣子インターチェンジ
圏央道 海老名南ジャンクション 久喜白岡ジャンクション
東名高速道路 海老名ジャンクション 小牧インターチェンジ
新東名高速道路 海老名南ジャンクション 豊田東ジャンクション
伊勢湾岸自動車道 豊田東ジャンクション 四日市ジャンクション
名神高速道路 小牧インターチェンジ 吹田ジャンクション
新名神高速道路 四日市ジャンクション 神戸ジャンクション
東名阪自動車道 四日市ジャンクション 亀山ジャンクション
中国自動車道 吹田ジャンクション 神戸ジャンクション

山口ジャンクション 下関インターチェンジ
山陽自動車道 神戸ジャンクション 廿日市ジャンクション

大竹ジャンクション 山口ジャンクション
広島岩国道路 廿日市ジャンクション 大竹ジャンクション
広島自動車道 広島西風新都インターチェンジ 広島ジャンクション
関門橋 下関インターチェンジ 門司インターチェンジ
九州自動車道 門司インターチェンジ 太宰府インターチェンジ
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□ 【④積荷の条件】
積荷は、以下の積荷以外のものであるか

□ 【⑤運転者の条件】
運転者は、条件１もしくは条件２を満たすことができるか

□ 【⑥通行の条件】
２１ｍ超車両で通行する場合、以下の６項目を遵守できるか

●申請の流れ

条件１ 条件２

業務経験 大型自動車運転業務に
直近5年以上従事

大型自動車運転業務に
直近3年以上従事

免許 けん引免許5年以上の保有 けん引免許1年以上の保有
安全教育 最低2時間の訓練 最低12時間の訓練
その他 － 直近3年間無事故・無違反

21m超車両の積荷に関して、以下の積載は禁止します。
・危険物貨物（道路施行令第19条の12各号及び第19条の13第1項
各号に掲げる貨物）

・大量の液体
・動物

訓練内容 時間

（座学）

1.構造、メカニズムの取得 1.00h

（実技）

2.安全な連結方法等について 1.00h

3.車両特性、車両感覚の習得
※スラローム走行、狭路通過など 0.25h

4.右左折時の車両挙動、軌跡等
の把握 0.50h

5.後退時の動き、軌跡、
フロントオーバーハングの把握 0.25h

6.被けん引車の荷重変動、
ブレーキ体験 0.25h

7.研修効果の確認 0.25h

訓練内容 時間

（座学）

1.構造、メカニズムの取得 1.00h

（実技）

2.安全な連結方法等について 1.00h

3.車両特性、車両感覚の習得
※スラローム走行、狭路通過など 4.00h

4.右左折時の車両挙動、軌跡等
の把握 4.00h

5.後退時の動き、軌跡、
フロントオーバーハングの把握 1.00h

6.被けん引車の荷重変動、
ブレーキ体験 2.00h

7.研修効果の確認 1.00h

計3.5h（うち実技2.5h） 計14.0h（うち実技13.0h）

走
行
実
技
の
充
実

(1)追い越しの禁止
⇒原則として、道路の左側端から数えて１番目の車両通行帯（登坂車線が設けられている区間に
あっては登坂車線）を通行し、追い越しをしないこと。

(2)縦列走行の禁止
⇒他の２１ｍ超車両と接近して縦列をなし通行しないこと。

(3)代替区間の通行
⇒特定の区間内における通行禁止の発生時に、必要最小限の区間に限り、代替区間を通行すること。

(4)故障時等における停止表示
⇒路上に停車させた場合は、板状及び灯火式の両方の停止表示機材を使用すること。

(5)業務支援用ＥＴＣ２．０車載器の稼働
(6)書類の携行
⇒1.実技訓練を受講したことを証する書面及び、直近3年間無事故・無違反であることを証する書面
（直近５年以上の大型自動車運転業務への従事し、かつ牽引免許５年以上保有する場合は除く）
2.車両の車軸ごとの軸重を記録した書類（ＯＢＷ装備している場合は除く）

事前相談

申請書作成

ETC2.0車載器情報の登録・
利用規約の同意

申請書の提出（オンライン申請）

審査

許可証交付

21m超車両を運転する運転者は、条件１もしくは条件２を満たす必
要があります。

＜参考：安全教育訓練の内容＞
最低2時間の訓練内容（例） 最低12時間の訓練内容（例）

⇒21m超車両の申請は、一般的な申請と
比較し、通行条件、添付書類、通行経路
の設定方法等が複雑です。適切かつ円滑
な手続きを行うため、申請前に事前相談
を行うことを推奨します。
事前相談では、申請可否の確認や申請に
あたっての留意点等を説明します。

事前相談（国土交通省）

（相談先）
東北地方整備局
関東地方整備局
中部地方整備局
近畿地方整備局
中国地方整備局
九州地方整備局
の各道路部 交通対策課

（特車担当）

①～⑥の条件を全て満たす場合は、以下の申請の流れを参考に申請
を進めてください。

「ダブル連結トラックの申請について」
とお伝えいただくとスムーズです。
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